
不
明
）
〔
松
野
〕

　
　
⑳
慣
習
ビ
法
律
、
　
　
　
　
　
愚
挙
　
陳
重
著

　
慣
曾
は
同
式
三
三
の
経
時
的
反
覆
に
成
る
規
範
に
し
て
そ
の
ま

観
的
原
因
は
三
一
意
識
で
あ
り
客
観
的
原
因
は
同
扁
境
遇
に
在
る

者
に
回
す
る
三
唱
の
刺
戟
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
は
行
唖
者
及
承

認
者
の
二
當
事
者
を
必
要
ミ
し
葡
も
爾
者
は
共
に
多
撒
で
な
け
れ

ば
な
ら
す
且
時
間
的
に
綴
回
す
る
を
要
す
る
そ
の
原
始
肚
會
に
於

け
る
四
三
は
数
回
意
識
を
一
団
に
し
秩
序
的
生
活
の
一
両
を
養
ひ

三
三
の
習
性
を
育
て
る
が
大
腱
静
的
勢
力
で
あ
っ
て
勾
当
の
組
成

期
に
は
有
利
な
れ
さ
も
嚢
三
期
に
は
有
害
な
り
ミ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

慣
習
か
法
性
を
享
受
す
る
順
序
を
考
ふ
る
に
第
一
期
は
法
律
．
か
慣

習
の
中
に
潜
在
し
第
二
期
に
は
「
三
者
の
一
存
あ
め
第
三
期
に
至
っ

て
法
致
を
有
す
る
に
至
る
志
の
で
あ
る
。
而
し
て
所
謂
慣
習
法
は

三
家
的
統
制
力
こ
し
て
法
律
的
規
範
た
る
性
質
を
獲
得
せ
る
慣
習

で
あ
る
。
郎
ち
慣
習
の
法
律
享
受
は
一
構
力
の
添
加
に
よ
る
も
の

に
む
て
法
慣
習
の
常
慣
習
に
異
な
る
貼
は
そ
の
欄
裁
の
主
格
が
國

家
の
公
撃
力
で
あ
っ
て
慣
行
者
の
共
岡
的
報
互
的
制
裁
に
謬
る
鮎

で
あ
る
ミ
す
る
の
が
略
そ
の
大
意
で
あ
ら
う
。
附
録
噛
こ
し
て
法
信

　
　
　
第
十
四
春
　
　
紹
　
　
介

説
批
評
及
原
力
三
三
片
を
加
へ
て
居
る
。

　
こ
れ
は
直
に
歴
史
的
著
作
で
は
な
い
、
然
し
な
が
ら
著
者
も
引

用
す
る
如
く
ベ
ー
コ
ン
は
「
慣
習
は
人
生
の
主
宰
吏
な
り
」
ミ
云

っ
て
居
る
、
吾
人
の
生
活
の
大
部
分
は
慣
習
に
從
．
調
こ
ε
を
思
ふ

時
そ
れ
が
歴
史
に
託
て
い
か
に
重
大
な
る
作
用
を
な
せ
る
か
に
想

到
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
歴
史
を
激
て
獲
展
の
學
な
り
ε
す
る
時
保

守
的
勢
力
で
あ
る
慣
習
は
常
に
趨
克
さ
る
べ
き
蓮
命
の
下
に
あ
っ

た
も
の
で
は
あ
る
が
卜
者
は
一
種
の
鋤
立
概
念
を
回
す
が
故
に
獲

展
の
偉
大
さ
を
量
る
も
の
は
叉
慣
習
で
あ
っ
た
く
」
い
は
れ
ぬ
こ
書

も
な
い
。
固
り
著
者
の
論
ぜ
る
所
は
か
く
の
如
き
三
三
な
る
意
味

に
於
て
ゴ
は
な
く
主
ミ
し
て
法
律
閣
係
の
中
に
い
は
ゴ
法
源
論
さ

し
て
こ
れ
を
論
じ
た
も
の
で
は
あ
る
が
讃
過
中
大
に
慣
習
の
文
化

的
考
察
を
示
唆
し
刺
戟
す
る
も
の
あ
り
そ
の
意
味
に
於
て
甚
．
だ
好

著
た
る
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。
（
旧
版
二
六
五
頁
、
東
京
岩
波
書
店

登
行
償
二
、
五
〇
）
〔
肥
後
ソ

　
　
⑳
加
賀
藩
吏
配
餅
一
編

蕎
加
賀
藩
の
煎
田
氏
は
其
の
領
土
の
廣
木
こ
易
封
．
薄
城
が
無
か

っ
た
事
に
於
て
他
に
比
類
す
べ
き
侯
伯
少
く
、
藩
組
利
家
以
來
今

　
　
　
　
　
　
　
第
M
四
號
　
　
一
二
五
　
　
（
六
〇
一
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
累

日
に
至
る
ま
で
世
を
累
ね
る
こ
階
こ
十
四
代
、
年
を
経
る
こ
、
こ
二
百

八
十
飴
年
に
及
ん
で
み
る
。
此
の
大
藩
主
家
の
家
史
編
纂
事
業
は

明
治
三
年
慶
寧
氏
が
家
録
方
を
邸
内
に
置
い
て
重
く
蔭
領
内
に
史

料
を
探
訪
せ
し
め
た
に
初
ま
り
、
其
後
同
氏
の
易
餐
に
よ
り
一
二

中
止
し
た
が
、
同
十
六
年
利
嗣
馬
が
再
び
邸
内
に
編
纂
方
の
一
局

を
設
け
て
家
史
の
調
査
編
纂
を
行
は
し
め
、
か
く
て
同
三
十
二
年

に
加
賀
藩
史
稟
八
巻
を
公
刊
し
、
爾
來
明
治
四
十
二
年
に
加
賀
松

雲
公
、
　
松
雲
公
小
早
、
　
大
正
三
年
に
臥
龍
公
世
家
、
同
六
年
に
芳

春
夫
人
小
鳥
、
同
十
年
に
淳
正
公
家
傳
、
同
十
一
年
に
天
徳
夫
人

小
傳
等
を
相
討
い
で
刊
行
し
た
。
併
し
加
賀
藩
の
終
始
を
一
貫
す

る
史
籍
の
編
輯
は
未
だ
企
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
を
此
度
同
家
囑
託

日
置
謙
氏
は
同
家
從
來
の
編
纂
方
法
を
改
め
、
史
料
其
も
の
を
年

月
の
序
次
に
從
っ
て
集
成
し
て
之
を
縫
に
嚢
表
さ
れ
る
こ
く
こ
な

っ
た
。
本
書
は
其
の
第
一
巻
で
、
前
田
利
家
の
誕
生
し
た
天
文
七

年
よ
り
慶
長
＋
年
ま
で
の
史
料
を
牧
め
て
あ
っ
て
、
利
家
が
織
田

信
長
に
從
っ
て
戦
功
を
積
み
次
第
に
封
地
を
壇
即
し
た
事
、
　
信
長

の
心
後
豊
臣
秀
吉
に
從
っ
て
其
の
覇
業
を
助
け
、
叉
徳
川
家
康
、
こ

好
を
修
め
、
子
利
長
其
の
遺
業
を
簸
い
で
、
よ
く
徳
川
氏
等
に
針

　
　
　
　
　
　
　
鰭
聯
四
［
號
　
　
一
二
六
　
　
（
　
山
ハ
○
二
）

し
、
叉
領
内
の
民
政
に
カ
を
識
し
た
事
が
知
ら
れ
る
Q
第
二
直
覧

下
が
次
第
に
刊
行
さ
れ
、
加
賀
藩
並
に
前
田
家
に
關
す
る
あ
ら
ゆ

る
史
料
が
嚢
表
さ
れ
た
な
ら
ば
學
界
を
聾
す
る
こ
一
こ
蓋
し
鮮
少
で

な
か
ら
う
。
（
菊
版
九
七
五
頁
、
東
京
石
黒
文
吉
獲
行
、
非
費
品
）

　
　
翻
世
界
地
理
行
脚
　
　
　
　
　
寺
田
　
貞
次
著

　
著
者
は
地
理
學
研
究
の
爲
め
大
正
十
三
年
よ
り
ニ
ク
年
頃
鰍
米

に
留
墨
さ
れ
、
其
間
各
項
の
地
理
墨
界
の
歌
謡
を
仔
細
に
覗
察
し

て
其
の
見
聞
記
を
雑
誌
『
地
球
』
に
窃
稿
さ
れ
て
る
た
が
、
記
事
が

長
い
爲
め
全
部
を
掲
載
す
る
こ
ε
が
出
來
な
か
っ
た
か
ら
藪
に
軍

行
本
ぐ
」
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
ぐ
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
其
の
行
脚

は
撰
進
佛
を
中
心
・
こ
し
、
伊
太
利
、
白
耳
義
、
蚕
繭
、
填
太
利
、

チ
エ
ツ
コ
…
ス
ロ
バ
カ
イ
、
及
び
亜
米
利
加
等
で
、
主
ミ
し
て
大

墨
の
地
理
志
望
に
特
殊
な
地
潜
桜
山
、
地
塵
協
會
を
始
め
地
岡
製

作
所
、
成
書
館
、
博
物
館
等
を
観
察
さ
れ
た
の
で
、
其
の
記
事
は

英
吉
利
の
地
理
學
、
佛
蘭
西
の
地
蔵
研
究
室
、
伊
太
利
の
地
理
學

ゴ
ー
タ
、
　
ウ
イ
ン
行
、
ペ
ン
ク
教
授
近
況
、
四
大
地
理
憩
ザ
家
居
跡
、

猫
逸
の
地
理
三
界
、
　
エ
キ
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
北
米
合
衆
國
の
地
理

墨
界
、
地
理
鳥
肉
法
に
就
て
，
敷
米
並
に
我
執
地
理
財
界
、
の
十



二
編
よ
り
成
り
、
各
編
更
に
細
濁
に
分
っ
て
あ
る
が
、
其
内
、
各

大
戦
の
項
で
は
皇
室
、
研
究
室
、
再
演
室
、
製
圖
室
等
の
配
置
及

び
室
内
の
諸
設
備
、
教
授
助
教
授
等
の
近
献
、
其
の
講
義
並
び
に

塾
生
の
指
導
振
り
等
を
綿
密
に
覗
察
し
て
夫
を
詳
細
に
記
述
し
、

第
十
一
編
で
は
英
猫
に
於
け
る
各
敏
授
の
地
理
教
授
方
法
を
紹
介

し
、
第
十
二
編
は
全
艦
の
結
論
ミ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
研
究
室

の
設
備
の
善
い
の
は
頭
重
で
は
伯
林
大
連
、
　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
壷
、

佛
蘭
西
で
は
巴
里
大
學
、
英
國
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
大
學
で
あ
っ
て
、

各
論
の
地
福
協
會
、
博
物
館
も
地
理
的
智
識
の
養
成
ミ
向
上
に
貢

献
し
て
み
る
。
歓
洲
に
覧
て
地
理
墨
界
の
賑
か
な
の
は
｝
般
の
思

想
が
世
界
的
で
あ
る
か
ら
從
っ
て
世
界
を
研
究
の
濤
酌
曳
こ
す
る
地

理
の
藤
野
を
促
し
，
其
の
隆
盛
を
配
し
た
の
で
あ
る
。
　
亜
米
利
加

に
於
て
は
地
理
肇
が
一
方
に
於
て
極
端
に
微
々
た
る
歌
態
で
あ
る

に
反
し
一
方
に
激
て
は
極
端
に
盛
で
あ
る
の
は
夫
が
新
開
地
で
最

初
地
理
離
を
詣
り
重
げ
要
干
し
な
か
っ
た
の
を
現
今
壁
醒
し
來
つ
た

爲
で
あ
る
。
我
國
に
於
け
る
地
理
墨
界
の
現
況
は
未
だ
充
分
で
は

な
い
。
　
此
の
畢
の
文
科
中
に
設
置
さ
れ
て
る
る
の
は
欧
洲
の
背
の

時
代
か
、
北
米
の
警
醒
以
前
の
歌
態
に
あ
る
も
の
ミ
し
か
考
へ
ら

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
紹
　
　
要

れ
ぬ
。
圖
書
館
博
物
館
は
地
理
の
研
究
に
貢
献
す
る
事
が
少
く
、

研
究
室
の
設
備
も
充
分
で
な
い
。
地
圖
の
利
用
も
幼
稚
で
、
從
っ

て
地
袋
の
翫
版
も
困
難
な
献
態
で
あ
る
云
々
ぐ
い
蓮
べ
て
あ
る
。
本

書
は
最
近
歓
米
地
理
墨
界
の
歌
況
を
知
ら
ん
ご
す
る
入
隊
に
恰
好

の
書
で
，
新
た
な
る
留
翠
者
に
は
見
學
の
指
針
ミ
な
り
、
叉
教
室

研
究
室
を
設
備
せ
ん
ミ
す
る
際
の
磁
器
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
六
版
二
六
三
頁
、
東
京
古
今
書
院
獲
行
、
贋
丁
八
○
）
n
以
上

松
野
〕

　
　
追
孝
龍
山
麓
陶
窯
趾
調
査
報
告
　
　
蝋
網
野
繊

　
朝
鮮
総
督
府
昭
和
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
の
第
一
冊
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
鵬
龍
山
は
忠
清
南
丸
公
州
郡
に
所
在
す
る
無
名
の
山

で
あ
る
が
近
年
こ
の
山
麓
に
多
く
の
陶
窯
趾
が
識
見
さ
れ
簡
棄
雄

健
に
し
て
雅
味
あ
る
製
品
を
照
し
く
醗
土
せ
し
め
た
爲
に
俄
然
世

の
覗
聴
を
惹
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
、
本
報
告
に
於
て
は
先
づ

陶
窯
趾
の
所
在
地
・
こ
讃
歌
を
見
次
い
で
登
掘
・
こ
禺
土
品
を
蓮
べ
陶

窯
の
構
造
ε
陶
器
の
種
類
欝
欝
見
陶
器
の
年
代
を
論
じ
て
居
る
。

そ
れ
に
よ
る
ミ
陶
窯
の
構
造
は
所
謂
登
窯
に
し
て
隔
壁
に
よ
っ
て

撒
室
を
纒
上
し
た
る
も
の
、
陶
器
の
種
類
に
至
っ
て
は
三
島
手
、

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
二
七
　
　
（
六
〇
蕊
）


